
     

 
 

徳島市空家等対策計画（案）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●統計からみた空き家 

・平成 7年以降人口は減少しており、世帯数は増加

しているものの減少に転じる可能性 

・空き家も増加が続いており、平成 25 年の空き家

数は平成 20年から 3,120戸増加 

・空き家率は 17.3％で初めて徳島県平均を下回った

ものの、全国平均を 3.8ポイント上回っている 

・徳島市では、賃貸用の空き家が多いのが特徴 

・腐朽・破損のある空き家の割合は、全ての空き家

種類で全国平均を上回る 

■ 空家等に関する基本的な方針等 

■ 空家等の活用の促進 

■ 実施体制 

（１）対 象 地 区：徳島市全域（立地適正化計画に照らして重点的に取り組む地域を検討） 

（２）対 象 空 家 等：空家等対策法に規定する空家等。うち「戸建住宅」に対して重点的に取組む 

（３）対策の基本方針：３つの柱を設定 

（１）地域の活性化に資する施設 

（２）地域活動等の拠点の整備 

（３）公的住宅 

（４）その他跡地利用 

（１）徳島市空家等対策協議会：特定空家等判断基準など、空家等対策の実施に関することを協議 

（２）市の連携部署と役割：（仮称）徳島市空家等対策連絡調整会議を設置 

（３）外部の関係団体との連携：「とくしま回帰」住宅対策総合支援センター、徳島県宅地建物取引

業協会など 

・ 移住、民泊施設等へのリフォーム補助の検討 

・ 空き家情報を全国展開（国のモデル事業への参加） 

・ コミュニティサロン、高齢者のサロンなどとしての利活用の検討 

① 所有者等による適正管理 
・空家等の管理責任は第一義的には

所有者等にあるとする法律に則り

徳島市は危険排除のための必要最

小限の措置を行う 

② 関係者との連携 
・ごみ、衛生悪化など多様な問題に

対して各部局が連携して対策 

・専門的な問題に対しては、徳島県・

民間団体とも連携 

③ 法に基づく適切な対応 
・生活環境に悪影響を及ぼしている

空家等は法に基づいて対応 

・あわせて、空家等の状態に応じて

必要な対策を推進 

・ 市営住宅の用途廃止時の移転先としての活用を検討 

・ 防災空き地やポケットパークとしての活用を検討（寄付を希望する場合） 

■ その他 

（１）徳 島 市 助 成 事 業 の 活 用：危険廃屋解体支援事業（空き家対策）、既存木造住宅耐震化促

進事業（空き家の流通促進） 

（２）空家等データベースの整備：空家等対策法に基づくデータベースとして整備。利活用意向

や相談・対応履歴、所有者などに関する最新情報を更新。 

（３）特定空家等判断基準の見直し：空家等に関する相談内容や件数、空家等の立地、態様などを

踏まえて適時見直し、適切に運用 

●計画の目的 

・空き家の周辺住民からの相談の増加をうけ、空き

家対策を総合的かつ計画的に進める 

●計画の位置づけ 

・空家等対策の推進に関する特別措置法（空家等対

策法）第 6条第 1項に規定する計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●計画期間 

・平成 29年度から平成 33年度までの 5年間 

 

住生活基本法 

空家等対策の推進に関する特別措置法 

徳島市まちづくり総合ビジョン 平成 29年度～平成 38年

度 

関連計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景 観 計 画 徳島市空家等対策計画 

平成 29年度～33年度 

都市計画マスタープラン 

地 域 防 災 計 画 

そ の 他 の 計 画 

立 地 適 正 化 計 画 

基本指針 

ガイドライン 

住生活基本計画（全国計画） 

徳島県住生活基本計画 

徳島市住生活基本計画 
平成 29年度～38年度 

●空家等の実態 

・平成 28年度に徳島市全

域で空家等の実態調査

を実施 

・空家等の数は 3,563件、

空家等の割合は 2.4％ 

・地区別の数は津田地区が

最も多く、空家等の割合

も最も高い 

・海岸、河川沿岸部で空家

等の割合が高い 

●空き家に関する市民意識 

・平成 29 年度の市民意識調査

では、周辺での空き家の増加

に「非常に不安を感じてい

る」市民が 1割弱いる 

・空き家の所有者等の回答によ

ると、空き家になって 10 年

以上経過するものが 4 割を

超えており、ほとんど管理さ

れていない空き家が 2 割程

度ある 

地区別の空家件数 空家等の割合 
 

内町 

東富田 

新町 

西富田 
昭和 

渭東 

渭北 

佐古 

沖洲 

津田 

加茂名 

八万 

加茂 

上八万 
勝占 

多家良 

入田 

不動 

川内 

応神 

国府 

南井上 

北井上 

1.0～1.5％未満 

1.5～2.0％未満 

2.0～2.5％未満 

2.5～3.0％未満 

4.0％以上 

〈目的と位置づけ・計画期間〉 

〈徳島市の空き家の概況〉 

特
定
空
家
等
で
な
い
場
合 

最適な対応部署 

特定空家等に対する措置の流れの概要 

適切な管理がされていない空家等の相談 

職員による現地確認※ 

 

所有者等調査※ 

 

情報提供・助言※ 

立入調査※ 

 

（仮称）徳島市空家等対策連絡調整会議 

指導・助言※ 

 

勧 告※ 

 

命 令※ 

行政代執行※ 

 

不明【緊急】等 

判明【緊急】 

現況写真提供、空家等
放置リスク等の助言 

判定  特定空家等 

所有者等による適切
管理・改善の督促等 

税制措置 

 

略式代執行※ 

 

過料※(違反金) 

徳島市空家等
対策協議会 

改善・解消しないとき 

※：空家等対策法に基づく措置 

意 

見 

徳島市空家等対策協議会からの意見は、特定空家等の判断
基準に関すること 

〈基本的な方針・主要な対策〉 


